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社会福祉法人愛知いのちの電話協会

名古屋いのちの町夕Ｚ竃１
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２０年をふりかえって

愛 知 ぃ の ち の 電 話 協 会 顧 問 長 岡 利 貞

ご縁は、たまたまバス停で学

生時代からの知人、もと日本

ＹＷＣＡ総幹事の鳥田麗子氏か

ら手伝ってほしいと声をかけ

ていただいたことにはじまり

ます。仕事の内容もよく承知

しないまま承諾したのも、私

の断り下手の性格がそうさせ

たのだと思います。

す。これについては、良心的

な市民ボランティア活助に罰

則とはなにごとか、汚らわし

いという声がありました。ご

く純な考え方の人たちからの

批判です。これは団体活動を

するときの必須の条頂で、人

間の知恵、常識に従ったま
て ー 。

です。専門的職能団体はみな

その倫理の担保としてこのよ

うな条項をもっています。画竜点哨、これを欠く

組織は社会的に評価されることはないのです。も

ちろん不適格者を一方的に排除するなどの意図は

全くありません。

第２点は相談貝の定年制の提言です。これまた

ボランティア活動に定年とはなにごとかとのお叱

りをうけました。しかし、いくら自覚のある相談

員も齢は争えません。どんな組織でも新陳代謝が

殤 嚇 痢 刄わ迢

ｌつ

ｑ 塵

外

！５
１， 通１を
ｔ
ａ 名ｊ 蘭 犬 ５

払中にあった聖霊病院のマリア館で設立の宣言

をしたのが１９８５年、みこころセンターヘの移転

（１９８６）、全国研修大会の開催（１９９７）、社会福祉

法人の認可（１９９７）、さらに現在地への引っ越し

（１９９９）等、こう数えてみただけでも多くの変遷

があったことがわかります。

これを内がわから眺めると、この２０年は基礎

づくりから展開へということになりましょう。主

なものを取り上げてみると、第１に２４時間態勢

の出発（１９９９）、第２は紐織運営規則の制定（２００４）、

第３は養成方法の検討（２００５）の３つがあります。

（ ⌒

第２について述べれは、私たちの組織が慣習法

（不文法）から成文法へと成長したものとぃえま

す。この中で努力したのは２点。第１点はこの規

則の中に第１８章除名・解任が設けられたことで

私はさる２月２４日の理事会で任期満了にとも

ない理事を退任することを承認いただき、定款

１３条による顧問に就任することになりました。

在任中は格別のご支援をいただき、心よりお礼を

申し上げます。名古屋いのちの電話にかかわって

２０年が経ちましたが、なにか荷を下ろした感じ

で、理事会の帰りにふと空を仰ぎ、感慨をおぼえ

ました。

名 古 屋 い の ち の 電 話 と の ー



なければ必ず老化し、社会の期待に応えることが

できなくなります。私たちの自己規律の証しとし

てこの制度を設けました。ここに至るまでには全

国各センターの実態を調査し、くりかえし相談員

にはかり、慎重な手続きを経て制定されました。

ことに移行措置の規定は情意を尽くしたもので、

全国センターのさきがけともなりました。相談員

の役割が終わっても、青天井の友の会で活動す

ることができます。なお多年かかわってきた相談

員を表彰する案も出ましたが、私たちには匿名の

個人の活動を顕彰するという考えは全くありませ

ん。この規定の中にこれがないことを密かな誇り

としたいのです。役割を終えた時、静かに退場す

るというのがわれわれの美学です。

第３の大きな変革は養成方法の再検討というこ

とで、第１５期から試行的に実践しています（２００５
～）。発足当初、電話相談の理論や技術、また相

談員の養成の方法は全く未開拓の領域でした。さ

しあたって人間関係訓練については南山短期大学

人間関係学科の豊かな蓄積を取り入れ、幸いその

スタッフの応援を得ることができました。その体

験学習という方法は、電話相談の基礎訓練として

ぐ｀＼＼］・ｃｕ性の高いものでありました。この中で

鍛えられた受容と共感を基本とする傾聴訓練は、

今なお相談員養成の根底となるものです。ただ

これが表層的に受け取られて、心のこもらないう

なずきになったり、機械的なリピートに終わる恐

れがあります。これが時に利用者の反撥をかった

り、苦情の電話になることが明らかになってきま

した。そこで第１５期からは受容と共感による傾

聴を基本としながらも、一歩ふみ込んで問題解決

志向をとり入れ、基本を補完しようと試みました。

この主旨はスーパーバイザーの先生方にもお知ら

- ３ -

せしました。

さらに１５期からは６ヶ月のモニター研修及び

実習の期間を設け、ゆるやかな傾斜をつけて実務

に入ることにしました。これらの養成の過程で相

談員から養成スタッフを公募し参加することを本

格化しました。このように養成について大きな変

更があったのも、背景に昨今の利用者に質量とも

に大きな変容が見られるという現実に対応しよう

とするものです。

以上、ざっと２０年間をふり返りましたが、現

在の電話相談の置かれた状況は一段と厳しいもの

になっています。苦情や非難はもとより電話相談

の番外編ともいうべきインターネットの書き込み

を見れば明らかです。改めて電話相談の使命とは

なにかを考えさせられます。また情報公開が叫ば

れています。電話相談の基本原則である匿名性、

守秘義務あるいは一回性についても検討すべき時

代に入っていると考えます。

ともあれ５５年の職業生活の最後を電話相談に

かかわることで結びとすることができたことを無

上の幸せに思い、重ねてあつくお礼申しあげます。

カットは全国研修大会〈１９９７〉の
（ロゴマークです。デザイン＝水谷巍）



２００５年度事業報告
２００５年度も愛知いのちの電話協会の電話相談活動に多くの方々から温かいご支援とご協力を賜りまし

た。心より感謝巾し上げます。またこの一年を通じ一日の休みもなくご奉仕いただきました相談貝の方々に、

改めて敬意と謝辞を申し上げます。
１９８５年の開局以来、３１２、１８５件の電話相談を受信いたしました。２００１年からは厚生労働省の後援のもとに

自殺防止のフリーダイヤルか始まり、５年目になりました。その背景には、年間３万人の自殺者の防止対策

ということがありますが、全国的な取り組みとしてのいのちの電話の果たす役割の重要性が高まっているこ
とへの現れかと思われます。こうした事業を支えてくださった多くの支援者、電話相談員の皆様のご尽力が

あってのことと重ねて感謝申し上げます。
２００５年度の特筆すべき事業の一つに「電話相談ボランティア養成講座」がありました。１５期生からは、

一年間の研修、さらに半年問のインターン研修で電話相談員として認定されます。そうして２月２３日には

４１名の研修生が修了証を手にし、続けて６ヶ月の実地電話相談（インターン研修）に入り９月の認定をぜ⌒

ちます。

養成委員会，７４４；；；篇融蜘
委 員 長 梶 原 寿

第１５期生から養成期間が助成金申請の関係もあって、一年間で修了することになり、４月募集が定着す
ることとなった。今期の当初の申込者５７名のうち前期、中期、一泊研修、後期の全期間終了者は４１名であ
った。研修生はこれに加えてさらに半年間のインターン研修（深夜帯も含む）を経て、本年９月１７日に認

定を得る予定である。この１５期生の養成に当たっては、従来の方式と異なる点もあるため、特にＦ名古屋
いのちの電話」常務理事長岡利貞氏が運営費陛者となったが、全期間修了と共にその職務は現在の委員長に

引き継がれた。
なお今期の養成に当たっては、中期の人間関係トレーニング及び養成スタッフ研修以後ファシリテーター
として石田まり子氏が指導に積極的に携わることになり、従来の「傾聴中心」の方式から「開かれた会話」やＦ解
決策の提案」の方式へと重点が移されることになった。これは、利用者の話をより深く理解する事や、利用
者が求めている情報を提供し、利用者の役に立とうという積極的な相談技法へのバージョンアップと考え・
いる。このような重点拡大を図らざるを得ない背景には、相談電話の質的な変化が挙げられる。自殺願望：

一で
し
者

の増加、性の相談電話、頻回通話者、心を病んでいる人など、様々な電話への対応が求められ、相談技術の

幅を広げる必要性がでてきたためである。
この流れをふまえ、後期には実践的な相談員を養成することを重要な達成目標とし、現役相談員の体験報

告、タイプ別の電話相談対応など、ロールプレイをもちいて練習を積み重ねる形にし、実際の場面での戸惑
いや研修場面とのギャップを少しでも減らそうとした。
これらの研修により参加者一同の意欲が一層増進するようになった。これは時代の変化に伴う電話相談の

質的変化を意味するものであり、私もある時点で力の限界を痛感し委員辞任を決意していたが、相談員や訓
練スタッフ、研修生の積極性に共鳴して引き続き協力するよう翻意した次第である。現在の委員は以下の通
りである。梶原寿（委員長）、水谷巍（副委員長）、石田まり子（副委員長及びファシリテーター）、ほかに
相談貝４名。
すべての営みがボランティア精神に支えられている「いのちの電話」の活動にとって一番大切なことは、

参加者一同の積極的意欲の促進である。その点が１５期生に共通してみられる特徴であろう。

- ４ -



相談委員会

広報委員会の働きは「より多くの人々にいのちの電話のことを知ってもらい、より多くの支援を得る」た
めの各種啓蒙活動やイベントを、立案から評価反省まで実施することが主な役目です。

本年度も多くの方々のご協力で、機関誌を３回発行し、７月には京都より森乃福郎師匠をお迎えして、抱
。友絶倒「チャリティー寄席」、そして１２月にはヨーロッパで活躍中のトランペッター・佐藤友紀氏をお迎え

して、感動の「トランペットの午後」の２回のチャリティーコンサートを開催いたしました。１月にぱ歌

う住職・ぃのちの賛歌”として高名な中野見夫住職を愛知県一宮市からお招きし、「市民公開講座」を開催
いたしました。

そのいずれも、参加できなかった方には「残念」としか中し上げようがありません。どうぞこれからも、

広報委貝会のイベント情報にご注目ください。
また、相談貝と賛助会員の方々に続けている手描きの誕生日カードも、係わる方々の多大なご奉仕で発送

していることを感謝巾し上げます。

チャリティーコンサートから得る収益金は私達の大切な資金となっていますし、機関誌の発行や市民公開

講座の開催はより多くの人々へ私達が行っている「運動」の意義を伝えるための大切な機会です。
これらの全ての働きが、多くの方々のご奉仕によって支えられていますことを感謝し、今後とも一層のご

支援、ご協力を賜りますようお願いいたします。

- ５ -

委 員 長 長 井 潤
広報委員会ｉｉ，‘’
☆ 卜 三 汗 二

ｌ：之乙：：こニ濤蜘 委 員 長 兼 田 智 彦

相談委員会が活動をはじめて５年が過ぎました。その間、さまざまなご意見をいただきながら、名古屋い
のちの電話相談活動を支えるための仕事をしてまいりました。

毎年、４月には相談貝が誓いを新たにする「登録更新研修会」が行われます。１年間の継続研修に出席し、

電話担当をこなし、この研修会を受講して誓約書を提出した相談員のみが１年問新たに相談活動を担う事が
できます。２００５年度は１９２名の相談員が登録しました。

継続研修は、１０数名がグループを作り月１回の研修会を行います。この研修のなかで電話相談の力量を

高め、仲間を支え合うことになります。各グループとも年間１０回以上の例会と、１回以上の公開講座を行
いました。

スーパービジョンまたはピア・スーパービジョンは、各相談員が年１回以上行いました。スーパービジョ

、〃・‘・では心理等の専門家からさまざまなアドバイスなどを得ながら、自分自身の問題点や相談活動の悩みなど
を話し合います。名古屋いのちの電話では多数の専門家のご協力をいただいており、この場をお借りしてお

礼を申しあげます。
いのちの電話の中心的目的である「自殺予防」について、厚生労働省が提唱している自殺予防週間の１２

月１日～７日までに行われるフリーダイヤルによる「自殺予防いのちの電話」には、名古屋いのちの電話も
参加し、約３００件の相談を受信しました。

５年にわたり、相談委員長を務めてまいりましたが、運営規則によ！？任期満了となりましたので退任させ
て頂きます。皆様のご協力に感謝いたします。

- ｋ



“４Ｊｌｊ２１㎞ｌｌ，
委 員 長 西 沢 信 正

「名古屋いのちの電話」を支える主な収入源というのは、助成金、賛助会費、寄付金、それに養成講座受

講料となっています。助成金は愛知県共同募金会と東海テレビ福祉文化事業団で合わせて８５万円。賛助会

賞は４９９万円、寄付は４０６万円、年末募金は７４万円と前年比４５万円の増収という結果が出ました。支出而

では、営繕費として、トイレの便器改修、相談室の椅子を全部新調、そうして長年使用してきた電話機も今

年度取り替えることにした。これらは、電話相談事業として極めて重要な事と考え改修に踏み切った。

２００５年度は更に、養成講座が１年研修になり、相談員研修スタッフの育成にも努めた。そのために２００６

年度の予算は、ほぼ２００５年度決算に準じて収入は全体に控えめにたてられています。支出而では教育訓練

費を５０万円増額して、継続研修、スーパービジョンといった相談貝の研修費に振り当てることと、研修ス

タッフ費として当てることとなった。また１５期養成講座も順調に進み、１６期生もそれに沿って計画され

いる。
一

て
Ｉ
’
、

また束海地麗、東南海地震が予想される現在、これに対処すべく、今まで１００万円を用意したが、さらに

１００万円を積み上げて、いざというときに備える事にした。地震災害に対処すべき当面の備品についてはす

でに購入しているが、相談貝の安全と安心を確保するために予想外の緊急支出、に備える事にした。

それとは別に、あと５年もすれば名古屋いのちの電話開局から２５周年を迎える。記念誌の刊行、記念行

事の開催などの活動のために今年度も１００万円を充てることとした。

暉ヲ？巴諭・ 委 員 長 植 田 望

２００５年皮の役割として、前年度と同様「組織全体にかかわる内容を把握し、事務局と協力しなから組織

を支えていくのが総務委貝会の役割」と位置づけています。

総務委員会は毎月定期的に開催され、日常の業務に係わる諸問題について事務局長を交えて意見交換・調

整 を し な が ら 必 要 に 応 じ て 運 営 協 議 会 の 開 催 を 主 宰 し て い ま す 。 （

○運営協議会の開催について

運営協議会は、養成・相談・広報・財務・総務の５委員会の委員長、ベルの会及び友の会会長、事務局長

で構成されています。今年度は２回開催され、各委員会・事務局からの報告・提案を受けて組織全体として

確認したり、各委貝会の業務にまたがる内容について調整したりしています。今年度開催された会議での議

題を２、３報告します。

（１）任期満了に伴う理事・評議貝の推薦について

（２）各委貝会の長のうち、任期（５年）満了に伴う後任の承認

（３）１５期養成講座について（養成講座を１年間で修了するカリキュラム及びインターン研修制度の確立）

総務委貝会では、今後も事務局を支えながら「運営協議会」での話し合ぃを大切にして、組織運営が円滑に

行われるようお手伝いしていきます。
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２００５年度収支計算書
単位：円

科 目 決 算 額
（貸方）収入の部
助成金
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
会費（法人）
相談員・友の会会費
寄付（個人）
寄付金（法人）
年末募金
講座受講料
受取利息
雑収入

べ当期収入合計（Ａ）
ノ前期繰越

収入合計（Ｂ）

（借方）支出の部
事業費
研修費
広報費
連盟分担金
諸会費

（事業費合計）
管理費
人件費
需要費
法定福利費
旅費・交通費
家賃
共益費
光熱水道費
営繕費
賃借料
通信費
文具印刷費
消耗品費
雑費
東海地震対策費
２５周年記念事業準備金

（管理費合計）
当期支出合計（Ｃ）
当期収支差額（Ａ）-（Ｃ）
次期繰越収支差額（Ｂ）-（Ｃ）

１３５０，０００
１，（）８０，０００

５１１５，０００
４２９，０００

１２，７１０，０００
１９２，０００

２，１５７７，０００
１．，；３８０，８０８
７４１，０００

；３β！１０，０００
８０３，３６１

３８，９４２
１．ｚ１，８７７，１１１
１３，５｝３２，１８５

１１３，１３０９，２９６

；３剤４，５２１
５０３，３４５
：２６５，０００
１０，０００

（４，；Ｅ１２２，８６６）

ｊ１β９１５，６５０

７３，５００
２，０００

２，５２０，０００
１６３，８００
６５４，８９４
４２３，０００
１！Ｍ，７１２
３８１，３６３
１．６１，０５９
２０８，０４３
１９６，１３４
８，６９０

１，（：）００，０００
１（：），３８２，８４５

（１０，３８２，８４５）
（】、ｊ１，７０５，７１１）

（１７１，４００）
９Ｊ０３，５８５
２３，８０９，２９６

２００６年度予算
単位：円

科 目 予 算 額
（貸方）収入の部
助成金
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
会費（法人）

寄付（個人）
寄付金（法人）
年末募金
講座受講料
受取利息
雑収入
当期収入合計（Ａ）
前期繰越

収入合計（Ｂ）

（借方）支出の部
事業費
研修費
広報費
連盟分担金
諸会費
調査研究費
会議費

（事業費合計）
管理費
人件費
需要費
法定福利費
旅費・交通費
家賃
共益費
光熱水道費
営繕費
賃借料
通信費
文具印刷費
消耗品費
雑費
東海地震対策費
２５周年記念事業準備金

（管理費合計）
当期支出合計（Ｃ）
当期収支差額（Ａ）-（Ｃ）
次期繰越収支差額（Ｂ）-（Ｃ）

１３５０，０００
１，０００，０００
（５００，０００
４００，０００
２，５（）（），０００

２，０００，０００
１，１５（）（），０００
１，０００，０００
；ＥＳμ）０，０００
８００，０００
５０，０００

１３，７００，０００
５）Ｊ（）３，５８５

２２，８（）；３，５８５

４，５（：）０，０００
６００，０００
３００，０００
２０，０００
３０，０００
２０，０００

（５，４７０，０００）

４，７０（），０００

；２００，０００
５０，０００

１２β２０，０００
：１６３，８００
７００，０００
１，０００，０００
２７９，７２０
５００，０００
２００，０００
５００，０００
４００，０００
２，０（：）０，０００
１，（）００，０００

（１４，２１３，５２０）
（玖６８３，５２０）

（△５，９８３，５２０）
；３，１２０，０６５
２２，８０３，５８５

- ７ -



グラフで見る名古屋いのちの電話

０２１年間の受イ１１１件数の推移（１９８５年フ月～２００５年１２月）

１９８５年の開局からの受信件数は、３１２、１８５件でした（うち無言電話の５７、６７２件を含む）。２００５年度の１日あたりの平丿句受信件数
は５４．１４件になります。
２（Ｘ）１年度から始まりました厚生労働省の後援による、自殺予防のフリーダイヤルは５年目を迎え、１２月１日から７日までの１

週間で３０（）件（無言電話の１２件を含む）を受信しました。

０２０年間の受信件数（１９８５年～２００４年）

１９８５ １９８６ １９８７ １９８８ １９８９ １９９０ １９９１ １９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６
男性 １４６５ ３６２６ ４７２１ ７６０３ ６９７９ ５６７０ ４９フ○ ５２１０ ６０６９ ５５１４ ６０２５ ６０３８
女性 １９０５ ４０７１ ∠１７００ ５２２４ ３９０５ ３４６９ ３８３６ ４０９４ ４３０６ ４１２５ ３９１１ ３９６町
無言 ５７３ １４６６ ２２２７ ４３５６ ４２３２ ３５０４ ２８８２ ３１８９ ３３０６ ２９８１ ２３８５ ２２８き
合計 ３９４３ ９１６３ １１６４８ １７１８３ １５１１６ １２６４３ １１６８８ １２４９３ １３６８１ １２６２０ １２３２１ １２２８９

１９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ 合計
男性 ６３０１ ５９８９ ７３６４ ９８００ ８１１４ ９１７３ ９２１５ ８６∠１７ ８９９２ １３７４８５
女吐 ４９４０ ６３９２ ８２８９ ８３５７ ８７４９ ８０１０ ７８８５ ８３４８ ８５４６ １１７０２８
無言 １９４２ １９１３ ２６１０ ３９６２ ２６１７ ２７８３ ３１８４ ３０５１ ２２２３ ５７６７２
合計 １３１８３ １４２９４ １８２６３ ２２１１９ １９４８０ １９９６６ ２０２８４ ２００４６ １９７６１ ３１２１８５

１００００

８０００

６０００

４０００

２０００

口 女 性

０ １ ９ ８ ５ ‘ ８ ６ ’ ８ ７ ‘ ８ ８ ‘ ８ ９ 「 ９ ０ ‘ ９ １ ‘ ９ ２ ’ ９ ３ 「 ９ ４ ‘ ９ ５ ‘ ９ ６ １ ９ ７ ‘ ９ ８ ‘ ９ ９ ２ ０ ０ ０ １ ０ １ ‘ ０ ２ ‘ ０ ３ ‘ ０ ４ ‘ ０ ５

２５０００

２００００

１５０００

１００００

５０００

０

Ｊ 一 合 計

１ ９ ８ ５ ‘ ８ ６ ’ ８ ７ ‘ ８ ８ １ ８ ９ ‘ ９ ０ ‘ ９ １ ‘ ９ ２ ‘ ９ ３ ‘ ９ ４ １ ９ ５ ’ ９ ６ ‘ ９ ７ １ ９ ８ ‘ ９ ９ ２ ０ ０ ０ ゛ ０ １ ‘ ０ ２ ‘ ０ ３ １ ０ ４ ‘ ０ ５
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１１

２００５年相談内容別受信件数（１月～１２月）〔除く無言電話〕

人生 家族 夫婦 男女 対人 医療 教育 性 法律経済 情報提供 その他 総計

総計
男 １，６４９ ５２６ ４４１ ５０６ ６１０ １，４４９ ７２ １，８４４ ９３ １４２ ｌ，６６０ ８，９９２

女 １，４４０ １，６５０ ６１７ ４２０ １，４３７ ２，３７１ １１６ ７６ １００ １１５ ２０４ ８，５４６

計 ３，０８９ ２，１７６ １，０５８ ９２６ ２，０４７ ３，８２０ ＩＢ８ １，９２０ １９３ ２５７ １，８６４ １７，５３８

９３

１８∠１４

２３７１

５２６

∠１印

７

１１５㎜

１４４９

４２０１４３７

女８，５４６件

掻４０

６１ワ

- ９ -

１６５０

四 人 生
ロ コ 四
［ＨＴｍ］回
［一
四

男女

対人

昌 人 生
ロ コ ４
１］］：ＩＩ］］トｓ
皿 ・ 々
図沼対人
Ｅ§皿ＩＨ
ｉ ｊ 回
ｍ せ
●１-ｊ∃ｕ
匿目情報提供
ニモのｔ

図 圖 四
聖 ● ｎ
吻勿ｔ
ｉ ｉ ∃ Ｈ
匯：三ｌｔａｎ
口 や 卵
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ご援助ありがとうございます

ｊ
　　ｌｌｊｉｉ１１
ｌｔｌ

愛知日野自動車㈱

予
子
子
保
子
枝
実
倫
子

奈

美

一
博
美
富
直
朱
正
恵

竹
本
室
田
川
藤
岡
野

佐
岡
小
塩
岩
近
松
岸
水
㈱オチアイネクサス

子
子
代
一

洋
妙
和
重

頭
村
木
田

鬼
野
鈴
太

井
馬
本
山
藤
藤
田
垣
藤

今
相
橋
片
伊
加
福
稲
佐
㈱一

邦
成
子
子

正
厚
恭
洋
健次郎
邦 晃
祐 子
興禅寺

吾
子
男
水

謙
幸
良
主
恵美子
陽 子
みはる
吉 孝
辰 一

恵
子
子
子

淳
和
球

原
輪
田
生

川
三
鶴
柳

専念寺

俊
介
弘

邦
晋
将

辺
川
谷

渡
中
神

佐稚代
陽 子
愛 子
東名サニタリ

川
上
島
畑
中
守
村

内
川
大
田
田
藩
大

険
枝
代
文
子
志
子

吉
将
久
弘
武
あ

橋
田
本
浜
林
木
藤

高
島
梨
西
小
ハ
佐 臨あさ子

建中寺

加 藤 晃
筒山光倆・成子

子
子
玄
子

米

純

秀

嶋
美
山
川谷

武
新
青
長

西
田
田

寺
榊
吉
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節 江
あや子
信 喜
美代子
英 夫
倫 子
とも子
久 江
いみ子

名古屋学院大学宗教部

田
田
石
田
内
藤
西
原

島
秋
白
山
宮
加
大
梶
多和田
㈱名古屋花き卸売市場

子
徳
典
子久

宏
忠
芳
喜

内
田
出
藤

竹
福
小
加 伊 藤 孝 一 ・ 雅 子

今年の１月７日夫が他界しました。何か仕事をしている時は忘れていますが、ふ
と手を休めたり、一人で食事をしている時になど涙が止まりません。庭の仕事、ゴミ

出しなど一人は大変です。分からない事など、何でも良く知っていできちんと説明し
てくれ、本当にたくさんの事を学びました。まだ、ふと何処からか帰ってくるような
気がします。
今日、いつものクリニックに行くと看護師さんが声を掛けてくださり、そっと私の

肩を抱いてくださった。その仕草に深い思いやりを感じ、ありがとうと言いながら涙が出てしまいま
した。彼女は２５歳で未亡人になったとのこと。５年の結婚生活のみで２５歳で３人の子供を残し夫は

交通事故でなくなったという。
人は悲しみを多くしっている人ほど他人に優しくなれるって、本当に実感しました。私も夫から学

んだ人の心を大切に、そして今日を大切に生きた夫のように、残された日々を多くの友人に支えられ、
前を向いて楽しく生きて行きたいと思います。感謝です。（Ａ．Ｓ．）

賛助会員Ｃ
村 山 一 枝
水 野 真
加 藤 登 茂 子
山 下 タ カ 子

瀬戸□
田
野
谷
村
口

岩
浅
水
志
山

マサ子
邦 子
美津子
美智子
澄 江
和 子

幸
三
子
輝

久
徳
宣
幸

川

島

滓

相
豊
森
柳

賛助会員Ｂ

井坂ヨーガ健康研究所

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理 事 長 野 村 純 一

財務委員会

芝原慶次・ゆかり
夫
貞

恒
利

岡
岡

牧
長

子
豊
一
夫
児
覚
夫

高

靖

孝

正

野
沢
尾
枝
野
原
島

笠

塩
熊
樫
今
小
小
菊

２００６年２月より５月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共に
報告を申し上げます。（順不同・敬称略）
なお、上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。

賛助会員Ａ
壽
和
男
成
子
子
美
子

衛
年
洲
千
亨
玲
茂
博

原
本
村
月
合
安
村
塚

梶
榎
西
望
落
冨
田
大

拓
一
巍
宏
美

洋

宣

川
嶋
谷
野
谷

細
小
水
小
水



子
稔
雄
子
子

恵

世

智
達
塩
喜

出
関
山
谷
藤

中
尾
机
中
斉

子
治
口
潔
子代

陽
義
ヒ
喜

沢
川
木
尾
野

井
相
植
西
浅

子
子
子
子

英
愛
文
京

久
谷
井
崎

和
深
中
山

‘
ぐ
ヽ

ゑ
子
枝
子
壽
浩
子
子
き

さ

ゆ

い
栄
明
訓
泰
祐
和
み

川 村 弘 子
ノｊヽ幡美登理
朝倉夏雄・建子
矢 野 静 枝

アサダ㈱
㈱サングツ

美
子
子
彦
子
子
子
子
子

や

代

多
あ
倫
智
喜
敏
純
佳
良

藤
田
川
田
田
美
田
岡

近
秋
山
兼
宮
坂
新
吉
風

社会福祉法人中部善意銀行
日本基督教団名古屋教会
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「友の会」は名古屋いのちの電話の活動を機会あるごとに応援することを目的に、この６年間仲間
づくりに励んできました。

去る４月２９日に２００６年度の総会を開催し、和やかな懇親のうちに活動の状況を確認し合い、今年

度も会員の増強をはかり奉仕活動の拡大につとめることを申し合わせました。

現在の会員数は７０名程ですが、内に秘めたいのちの電話への思い入れと奉仕の情熱は頼もしい限

りです。毎月第３水曜日の月例集会のほか、必要に応じて奉仕活動を進めていきます。今年度役員に

は 会 長 木 本 精 之 助 副 会 長 金 森 タ イ 中 川 幸 子 書 記 太 田 智 恵 子 会 計 梶 原 久 江 監 事 常 富 佳 子 の

ほか斎藤延枝吉田愛子菅原美智子を連絡員として増員いたしました。みなさまの積極参加を心よ

り 歓 迎 致 し ま す 。 （ 木 本 精 之 助 ）
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杉 山 工 業 ㈱ ㈱ 三 誘 プ レ シ ジ ョ ン
トヨタ紡織㈱㈱杉浦製作所
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名古屋いのちの電話友の§便り

金城教会社会福祉会委員会
本遠寺
日本キリスト教団愛知教会女性の会㈱中外
光 ケ 丘 女 子 高 等 学 校 カ ト リ ッ ク 東 山 教 会
万 能 工 業 ㈱ ㈱ 陣 内 工 業 所 ㈱ み ど り 造 園
ホーユー㈱名古屋北教会社会奉仕委員会

賛助寄付
名東歯車株式会社㈱東海通信資材サービス
㈱ 槌 屋 ㈱ 青 山 製 作 所
新 明 工 業 ㈱ ㈱ ミ ヤ タ コ ー ポ レ ー シ ョ ン
社 団 法 人 名 古 屋 中 村 法 人 会 ㈱ ジ ェ イ テ ク ト
社会福祉法人東海テレビ福祉文化事業団

金城学院高等学校川名山聖霊修道院
聖ドミニコ宣教修道女会岡崎修道院
愛知電話ネットワークカトリック布池教会
宗教法人幼き聖マリア修道院
㈱ オ テ ィ ッ ク ス 黒 金 化 成 ㈱
川 北 電 気 工 業 ㈱ 昭 和 美 術 館
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７月８日［Ｅ開演１６：００（開場１５：３０）

名古屋中央教会（地下鉄「栄」５番出口すぐ）

●入場料＝２，０００円（当日券２，５００円）
●入場券ご希望の方は，名古屋いのちの電話事務局（電話０５２-９７１-５１８１）へお申し
込みください。折り返し引換券をお送りします。
●主催＝名古屋いのちの電話チャリティコンサート実行委員会
●後援＝中日新聞社・ＮＨＫ厚生文化事業団・中部日本放送
○お問い合せ＝名古屋いのちの電話（０５２-９７１-５１８１）
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〒４６１-８６９１
事 務 局 咩
相 談 電 話 昔
携帯相談電話

● → - ● - ｄ ● ・ - ・ → - ・ ・

モト

● → - ・ → 一 ・ ・

● → 一 ● → - ・ ・

→ - ・ 一 一

２００６年夏

２００６年７月１日発行
発 行 人 野 村 純 一
編 集 人 広 報 委 員 会

賛助会員を募集していま
→ - ● → - ● → 一 ● → - ● - か ー ● → - ・ ・

ご協力をお願いします
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をいただき有囃うございます。心から御礼巾し上げます。
会貝の皆様の倍旧のご支援と共に、会貝増加の運動にもお力添えを賜りますようお願いします。
社会福祉法人として寄付金の税法上優遇措置が受けられます。誠に失礼ですが振込票を同封させてい
ただきます。ご利用くだされば幸いです。
（１）法人会貝年間５万円・１０万円・２０万円
（２）賛助会貝（年間１口）Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円
（３）一般寄付はご自由な金額で結構です
（４）夏期・年末寄付
口座名社会福祉法人愛知いのちの電話協会
口座番号三菱東京ＵＦＪ銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座〔Ｘ〕８１０-８-５３７５８
お問い合わせ…社会福祉法人愛知いのちの電話協会名古屋いのちの電話事務局Ｓ９７１-５１８１

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

名古屋東郵便局私書箱第２５？号
（）５１２-９７１-５１８１
０５２-９７１-４３４３
ＮＴＴドコモ東海「＃９５５６」

- １ ２ -


